
第４学年 国語科学習指導案 

１ 単元名 学習した「読み方」を生かして 「ごんぎつね」 
 

２ 本単元の目標 

 ○ いたずらからつぐないへと変化し，自分の存在を認めてもらおうとして兵十に近づいていくご

んの気持ちの動きを通して，語り手の伝えようとしたごんのさびしさを読み取ることができる。 
 ○ 登場人物の気持ちの変化について叙述をもとに想像豊かに読むために，「繰り返しを読む」「文

末を読む」「似た言葉と比べて読む」「場面と場面をつないで読む」読み方を使ったり，人物の関

係をとらえるために「呼称の変化を読む」読み方に気付いたりすることができる。 
 ○ 「ごんぎつね」で学習した読み方を生かして新美南吉の他の作品を読み，「読書発表会」に向け

て取り組むことができる。 
 

３ 学習指導の考え方 

 ○ 本学年の子どもたちは，これまでの学習を通して，登場人物の行動や会話として書かれている

ことばを関連付けて読むと，人物の気持ちや人柄をとらえることができ，自分の考えやものの見

方を広げることができる経験をしてきている。このことを通して子どもたちは，自分の考えの根

拠となる叙述を取り上げ，ことばをつないだり比べたりする読み方をしながら，人物の気持ちを

読み取ったり，友達との相違点を見つけようとしたりすることはできている。しかし，場面と場

面を比べたり，場面と場面をつないだりして，人物の気持ちの変化や人物像をどうとらえたかと

いう自分なりの読みをつくることや，友達との読みの違いを考えることはまだ十分とはいえない。 
 ○ 本教材「ごんぎつね」は，ひとりぼっちの小ぎつねごんが，兵十に自分の存在を気付いてほし

い，心を通い合わせたいと願い続ける，その一途な姿を「ごんのひとりぼっちのさびしさ」とし

て描いている物語である。本教材は，６つの場面から構成されていて，冒頭で村の茂平さんから

聞いた話として，語り手が登場し，この語り手の心に残ったものは何なのかと考えながら読み進

めていくことができるようになっている。１～５の場面では，ごんの姿（行動・心内語）を中心

に描かれていて，最後の６の場面では兵十の言動を中心にごんの行動のみが描かれている。ごん

の行動を表している繰り返しの表現や，ごんの気持ちを表す心内語・文末の表現を読む読み方を

使ったり，それまでの「ぬすっとぎつねめ」「ごんぎつねめ」から「ごん，おまい・・・」という

兵十のごんに対する呼称の変化をとらえる読み方を知ったりすることで，場面と場面をつなぎな

がらごんの思いや行動を想像豊かに読み取り，一途なごんの姿からごんのさびしさを読み確かめ，

自分の考えを広げるのに適した教材であると考える。 
   これらの「読み方」を生かして，新美南吉の他の作品を読むことで，さらに自分の考えを広げ

ることができると期待できる。 
 ○ 指導にあたっては，まず，題名から疑問や予想を出し，冒頭の一文への語り手の登場に着目す

ることで，「語り手はこのごんぎつねの話を通して私たちに何を伝えたかったのだろうか。」とい

う読み通しの目を生み出す。 
予見から学習計画の段階では，「ごんぎつね」という話の中で，子どもたち自身の心に残ったこ

とは何なのか，それが語り手の伝えたかったものではないかととらえ，一人一人自分の予見をま

とめていくようにする。それぞれの関係性について話し合う中で，あいまいな点や出てきた中心

となる叙述のずれや重なり，読み確かめていく際に使えそうな「読み方」を明らかにしながら，

共通する「ごんのさびしさ」の視点で読み確かめていく計画を立てる。 
読み確かめの段階では，予見の話し合いの際に明らかになった中心となる叙述を中心文として

位置付け，既習の「読み方」を使ったり新たな「読み方」に気付いたりしながら，各場面でのご

んの言動から気持ちの変化を読み取り，「ごんのさびしさ」の中身を読み確かめていくようにする。 
読みのまとめ・読み方のまとめの段階では，題名・冒頭に戻って，ごんのひとりぼっちのさび

しさについて，語り手の伝えたかったことをまとめる。発展としては，これまで学習した「読み

方」を生かして新美南吉の他の作品を読み，作者の「伝えたかったことは何なのか」という視点

で「ごんぎつね」との比較をしながら読書紹介を行い，自分の見方・考え方を広げることができ

るようにする。 



４ 学習指導計画（全２４時間）

次 時 主な学習活動 指導上の留意点

１ １ 題名と冒頭の読みをつないで，

一 読み通しの目を生み出すことを確

かめる。

読 （１） 「ごんぎつね」という題名 ○ 既習経験から「ごんぎつね」という題

み から 考えたことを出し合う 名のはたらきについて考え，冒頭へとつ， 。

通 なぐようにする。

し （２） 題名と冒頭の一文から読み ○ 語り手が小さい頃に聞いた話なのに大

の 通しの目をつくる。 人になってもまだ覚えてるのは 「ごん，

目 ぎつね」の何が心に残っていて，何を伝

，えたかったからなのかについて話し合い

読み通しの目 読み通しの目につなぐようにする。

語り手は「ごんぎつね」のお話を通して，わたしたちに何を伝えたかっ

たのだろう。

２ １ 全文を通読し，場面のまとまり ○ 挿絵や一行空きを手がかりに，場面の

二 やあらすじを考える。 まとまりをとらえることができるように

する。

予 ２ 読み通しの目に対する予見を書 ○ 各場面でのごんの言動に目を向け，読

きまとめる。 み手である自分たちの心に何が残ったか

見 を考えることで，語り手が伝えたかった

ことについて書きまとめるようにする。

１ １ 予見について話し合う。 ○ どの叙述からどう読み取ったのか，根

拠をはっきりさせ板書に位置付けること

（

で，友達の考えとの相違点をはっきりさ

〇
組 ２ クラスの予見として整理する。 せる。

本 予想される予見

時

語り手は，わたしたちに

）

ごんの やさしさ・うれしさ・かなしさ を伝えたかったのではないか。

それは 「ごんのさびしさ」を読んでいくと分かる。，

，○ 根拠とした叙述・読み取りの違いから

読み確かめる箇所を確認し，学習計画へ

とつなぐようにする。

１ １ どの場面のどの叙述を中心にし ○ 予見の違いから，根拠となる叙述の重

三 て何を確かめるのか，読み確かめ なりや違いを整理し，どこからどのよう

ていく計画を立てる。 に確かめるのかはっきりさせる。

学

習 ○ 予見の話し合いの際に出された「読み

計 方」も学習計画に位置付け，どの読み方

画 を使うと読み確かめられるのか見通しを

もつことができるようにする。
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２ １ いたずらばかりするごんの姿か

四 ら，ごんのさびしさについて読み

確かめる。

読 （１） 書き込みをする。 ○ ごんの言動が書かれている部分に線を

み 引き，そこから読み取ったごんの「さび

確 しさ」について書き込みをする。

か

め （２） ごんのさびしさについて話し ○ 繰り返しや似た言葉と比べて読むこと

合う。 でいたずらをするごんのさびしさを読み

・ ～たり～たり」 取ることができるようにする。「

・ ほり散らす 「ほる」「 」

ごんは，ひとりぼっちだったので，わざと村人や兵十が困るようないたずら

をたくさんして，みんなにかまってほしいさびしさがあった。

２ １ 兵十のおっかあの死と自分のい ○ ごんの言動が書かれている部分に線を

たずらを結びつけて後悔している 引き，そこから読み取ったごんの「さび

ごんのさびしさを読み確かめる。 しさ」について書き込みをする。

（１） 書き込みをする。

（２） ごんのさびしさについて話 ○ 文末表現や繰り返しからごんの思いこ

し合う。 んでいる様子や後悔している気持ちを読

・ ちがいない 「だろう 」 み取ることができるようにする。「 。」 。

ごんは，自分のいたずらのせいで，兵十のおっかあを死なせてしまったと思

いこみ，悲しくなった。あなの中で自分のいたずらを後悔して，一人さびしく

なった。

２ １ 何日も続けてつぐないをして兵 ○ ごんの言動が書かれている部分に線を

十に報いたいと願うごんのさびし 引き，そこから読み取ったごんの「さび

さを読み確かめる。 しさ」について書き込みをする。

（１） 書き込みをする。 ○ はずして読む読み方や繰り返し，文末

表現から兵十の姿に自分のさびしさを重

ね，一生懸命つぐないをしているごんの

気持ちを読み取ることができるようにする。

（２） ごんのさびしさについて話 ○ つぐないをしようとしたことが，兵十

し合う。 をきずつけることになったという点から

・ おれと同じ」 ごんの悲しさをとらえている子どもに，「

・ か 」 兵十との関係でごんの気持ちを考えさせ「 。

・ 次の日 「その次の日」 ることでそのさびしさに気付くことがで「 」

きるようにする。

ごんは，自分と同じさびしさをもつ兵十だと思った。うなぎのつぐないのつ

もりでぬすんだいわしを投げ入れたが，かえって兵十をきずつけることになり

さらに悲しくなり，さびしさはもっと深くなった。
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２ １ 自分のつぐないに気付いてもら

えないことを知ったごんのさびし

（

〇 さを読み確かめる。 ○ ごんの言動が書かれている部分に線を

組 （１） 書き込みをする。 引き，そこから読み取ったごんの「さび

本 しさ」について書き込みをする。

時 （２） ごんのさびしさについて話 ○ 似た言葉や繰り返し，文末表現から，

２ し合う。 つぐないをしているのは自分だと兵十に

／ ・ ついて・つけて・ふみふみ 気付いてもらえないごんのさびしさを読「 」

２ ・ おれが・おれには・おれは み取ることができるようにする。「 」

・ なあ」

）

「

ごんは，兵十に自分がくりや松たけを持っていっていることに気付いてほし

いと期待していたのに気付いてもらえず，がっかりして，そのさびしさはより

いっそう深くなった。

２ １ ぐったりと，目をつぶったまま

うなずいたごんのさびしさを読み

確かめる。

（１） 書き込みをする。 ○ ごんの言動が書かれている部分に線を

引き，そこから読み取ったごんの「さび

しさ」について書き込みをする。

（２） ごんのさびしさについて話 ○ 兵十の「ごん」に対する呼び方の変化を

し合う。 読んだり，それに対するごんの反応を読

・ ごんぎつねめ」 んだりすることで，死をもってしか分か「

→「ごん，おまい」 り合えなかったごんのさびしさを読み取

・ごんは・・・うなずきました ることができるようにする。

ごんは，兵十にうたれてしまったが，そのことによって，つぐないをしてい

るのが自分だと分かってもらいたかったさびしさはなくなった。しかし，それ

以上，心を通い合わせることができないさびしさは残った。

３ １ 題名と冒頭に戻って，ごんのひ ○ 読み確かめたごんのさびしさを振り返

五 とりぼっちのさびしさをまとめる り，さびしさがどのように変わっていっ。

たのかまとめるようにする。

読

み ２ 語り手は「ごんぎつね」の話を ○ まとめたごんのさびしさを手がかりと

の 通して何を伝えたかったのだろう して，語り手が伝えたかったことについ

ま かについて，話し合いまとめる。 てまとめるようにする。

と

め ３ 読み方のまとめをする。 ○ これまでの学習記録をもとに，学んで

きた読み方を振り返り，意識付けるよう

にする。

六 ６ １ 同じ作者の本を読み，読書発表 ○ これまでの読み方を生かして ，新美南

発 会を開く。 吉の他の作品を読み，心の交流の視点で

展 読書紹介を行う。
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第４学年〇組  

５ 本時（４／２４）                           

 

６ 本時の目標 

 ○ 語り手の伝えたかったことについて各自の予見を出し合うことで，根拠とした箇所・読み取り

の深さによってそのとらえ方に違いがあることに気付き，ごんの言動をつないで，共通する「ひ

とりぼっちのごんのさびしさ」として，クラスの予見を方向付けることができる。 

 ○ 予見の話し合いを通して，叙述のどこをどのように読むと語り手の伝えたかったことが確かめ

られるのかについて，これまでの「読み方」を使う見通しをもつことができる。 

 

７ 本時指導の考え方 

子どもたちは，前時までに，読み通しの目「語り手はこのごんぎつねの話で，私たちに何を伝え

たいのか」に対する予見を書きまとめた。本時は，それらをクラスの予見として整理していく時間

である。 

本時指導にあたっては，まず前時までの学習を振り返ることで本時の内容を確認する。「本時の

学習の進め方」を提示することで，子どもたちが本時学習の見通しをもつことができるようにする。 

次に，各自が前時に書いた予見についての話し合いを行う。その際，前時の書き込みをもとに，

4 名程度の子どもに提案をうながす。「語り手の伝えたかったこと」のとらえ方の違いが明らかなも

のを提案者として選び，なぜそう考えたのか根拠をはっきりとさせながら提案できるようにしてお

く。そのために，事前に提案者が根拠としてあげている叙述を板書に位置付けておき，その箇所を

指し示しながら提案し，教師がそれを線や矢印で結んでいくといった，視覚的にも分かりやすい提

案ができるようにする。また，この提案を聞く子どもたちには，自分の予見との相違点に注意しな

がら聞くことができるようにするために，提案者の考えに沿って色分けされたカードを使い，どの

提案者の考えと似ているのか同じなのかと判断させるようにする。提案者の提案の後，そのカード

を示しながら立場を明確にして発言するようにうながす。これらの発言を，板書に整理しながら位

置付けることで，とらえ方が同じでも根拠が違うこと，根拠が同じでもとらえ方がちがうことなど，

各予見のつながりをとらえやすくしていく。 

板書をもとに，出された予見について「何種類に分けられるのか」「それぞれの関係はどうなっ

ているのか」と問いかけることで，重なり・違いを明確にし，ひとりぼっちによる「ごんのさびし

さ」の方向で，クラスの予見として整理していく。また，その予見の違いは，どの箇所を読むとは

っきりするのか，どのような「読み方」をすると確かめられるのかについて確認することで，次時

の学習（学習計画を立てる）への見通しをもつことができるようにする。 

最後に，本時の学習のまとめとして，本時の振り返りを行い，各自の予見の見直しを行う。振り

返りを行う際には，「初めの自分の予見」「話し合いの中で変わった・広がった・深まった・気付か

された内容」「読み方」の３点で書きまとめるようにすることで，学習前と学習後の考えの広がり

や深まりを実感できるようにしていく。 
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 兵十に気づいてもらいたい。 

 兵十にかまってほしい 

 その結果，後悔 
 つぐないをしたつもりだったのに 
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９ 本時の展開 

配

時 
学 習 活 動 と 内 容 指 導 上 の 留 意 点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１ 本時のめあてを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

２ 予見について話し合う。 

（１） 代表児が自分の予見を発表する。 

＜代表児による提案＞ 

○ 予想される予見 

語り手は 

 Ａ：ひとりぼっちのごんのさびしさ 

  Ｂ：最後にわかってもらえたうれしさ 

  Ｃ：死んでいく悲しさ 

  Ｄ：ごんのやさしさ   など 

           を伝えたかった。 

 

 

 

（２） 各自の予見を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 出された予見を板書で確かめて 

整理する。 

  ・ 出された予見はいくつあるのか。 

  ・ まとめることはできないか。 

  ・ どの叙述を読んでいくとはっきり

としてくるのか。 

  ・ どんな「読み方」をしていくとよ

いのか。 

 

３ 本時学習のまとめを行い，次時への見

通しをもつ。 

 （１） 本時で出された「読み方」を確 

認する。 

（２） 本時学習を振り返り，自分の予 

見を見直す。 

（３） 次時の学習を確認する。 

 

○ 前時にまとめた各自の予見をもとに，「語り

手の伝えたいことは何なのか」について話し合

い，クラスの予見として整理する時間であるこ

とを確認する。また，本時の学習の進め方を提

示することで，子どもたちが見通しをもって学

習を進めることができるようにする。 

 

○ 前時に書いた各自の予見をカルテに記録し，

それをもとに指名計画・板書計画を立てておく。 

予見の種類により代表者として 1 名ずつ選

び，提案者とする。 

○ 板書計画をもとに，事前に根拠とした叙述を

板書しておき，提案者の予見のキーワードをカ

ード化しておく。これらのことにより，提案者

以外の子どもたちは，提案者の予見との相違点

を考えながら聞くことができるようにする。 

○ どの提案者の予見と同じなのか・似ているの

か・違うのかを明確にしながら発言をうながす

ことで，予見の違い・分類をとらえやすくする。 

 

○ 出された予見を叙述と結びながら板書に位

置付けることで，根拠の箇所の違いや重なり，

同じ箇所でもとらえ方の違い等，視覚的にとら

えることができるようにする。 

○ これまでに学習した「読み方」を使っての意

見が出た場合，その「読み方カード」を掲示し，

学習計画の際にこの「読み方」を位置付けた読

み確かめの見通しをもつことができるように

する。 

○ 板書をもとに，出された予見の共通している

ところはどこなのか・重なりはどこなのかと整

理していくことで，共通する「ごんのさびしさ」

に集約していくことができるようにする。ま

た，この際に，予見の違いの根拠として出され

た叙述を確認し，次時の学習計画への見通しを

もつことができるようにする。  

 

 

○ 話し合ったことをもとに，自分の予見を見直

すことで，友だちの考えや読み方のよさに気付

き，自分の考えの広がりを実感できるようにす

る。 

○ 繰り返しを読む・似た言葉と比べて読む・文

末表現を読む・呼称の変化を読む等の読み方を

使って読むと，予見の違いを確かめることがで

きることを確認する。 

一人一人の予見を出し合い，クラ

スの予見として整理しよう。 

5 

30 
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１３／２４）５ 本時（

６ 本時の目標

○ 兵十と加助の会話を聞いて，自分のつぐないに気付いてもらえないことを知ったごんのさびし

い気持ちを読み確かめることができる。

○ ごんの気持ちの変化を叙述に即して想像豊かに読むために 「繰り返し」や「文末表現 「似， 」，

た言葉と比べる読む」読み方を使ったり 「前の場面とつないで読む」読み方を身に付けたりす，

ることができる。

７ 本時指導の考え方

子どもたちは，前時に，ごんの気持ちについて中心となる言葉や文に書き込みをしている。本時

は，その書き込みをもとに話し合いをし，兵十に自分がつぐないをしていることに気付いてもらえ

ていないことを知ったごんのさびしい気持ちを読み確かめる学習である。

本時指導にあたっては，ごんの気持ちを確かめるために，子ども達がどの文や言葉に着目し，根

拠として取り上げているかを事前の書き込みをもとに把握し，友達の意見につなげて発言できるよ

うに指名の工夫をしていく。そこで，まず，中心文の「引き合わないなあ」に視点を当て，何が引

き合わないのか 「なあ」の文末表現からごんのどんな気持ちが分かるのかを話し合う。，

次に 「おれ・・おれ・・おれ」の繰り返しの言葉に着目し，前の場面の「次の日も，その次の，

日も」とつないで読んでいる子ども達の意見を取り上げ，兵十の「うん」と言う返答で 「こいつ，

はつまらないな 「引き合わないなあ」へとつながり，がっかりしたごんの気持ちをとらえていく」

ことができるようにする。さらに，中心文以外の「つけて 「ついて 「ふみふみ」の三つの似た」 」

言葉を比べて読んでいる子の意見を取り上げ，影絵を操作しながら，自分だと気付いてほしいとい

う期待感で思わず近づいていっているごんの気持ちを読み取ることができるようにする。ごんの気

持ちのまとめでは，自分だと気付いてほしい期待が兵十の返答で一気に落胆の気持ちに変化したこ

とを矢印で追いながら視覚的に分かるようにする。

最後に，話し合いの内容と前時までの確かめとをつなぎながら本時の読み確かめをし，予見の確

かめとしてまとめる。そして，本時学習を初めの自分の考え・使った「読み方 ・話し合いを通し」

て分かった考えや深まった考えの３点で振り返り，一人一人の読みの深まりを子ども自身が実感で

きるようにする。

８ 板書例
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９ 本時の展開

学習活動と内容 指導上の留意点配時

３ １ 本時のめあてを確かめる。

「引き合わないなあ 」と思ったごんの ○ 前時までの流れと予見を掲示物で想起し，本。

気持ちを読み取り 予見をたしかめよう 時学習のめあてを確認できるようにする。， 。

２５ ２ 中心文をもとに，ごんの気持ちを話し ○ 前時の書き込みをもとに，根拠となる言葉と

合う。 そのわけを明確にしながら話し合う。

（１) 「引き合わないなあ」と思った ○ ごんの「引き合わないなあ」の言葉につなが

ごんの気持ちを話し合う。 る根拠として「引き合わないなあ」の「なあ」

の文末表現に着目して考える子 「おれ」の繰，

・ 引き合わないなあ」 り返しに着目し，くりや松たけを持っていった「

のは自分だと気付いてほしい気持ちだと前の場

， 「 」，・おれが・・，おれには・・， 面とつないで考える子 ごんの行動 つけて

おれは 「ついて 「ふみふみ」の似た言葉を比べなが」

次の日も，その次の日も ら，ごんの期待する気持ちとつないで考える子

くりや松たけを と大きく３つから話し合う。

・つけて・・・，ついて・・・， ○ 「つけて 「ついて 「ふみふみ」は，影絵」 」

ふみふみ・・・ を操作しながら距離感をつかむことができるよ

うにし，もっと近くで聞きたいというごんの気

持ちにせまるようにする。

（２） 「引き合わないなあ」と思った ○ 気付いてほしい「期待」の気持ちと気付いて

ごんの気持ちをまとめる。 くれなかった「落胆」の気持ちが 「引き合わ，

ないなあ」の言葉につながったことを視覚的に

分かるように心情の変化を矢印で表す。

１５ ３ 本時のまとめをする。

（１） ごんのさびしさについて考え ○ みんなで考えたごんの気持ちと前の場面の予

る。 見の確かめをつないで，ごんのさびしさがどう

なったかを考えることができるようにする。

（２） 本時のまとめをする。 ○ 代表児に，板書を手がかりにしながら，本時

学習で学んだ「読み方」を使って分かったこと

を発表させることで，全体での確認をする。

(３） 本時で使った「読み方」を確認 ○ 「はじめの自分の考え」や「友達の読み方の

し 「今日の学習で」を書く。 よさ 「話し合いを通して分かった考えや深ま， 」

・ 繰り返しを読む った考え」を入れて振り返りを書くように助言

・ 文末を読む し，話し合いを通して自分の考えが深まったこ

・ 似た言葉を読む とを実感できるようにする。

・ 前の場面とつないで読む

２ ４ 次時の学習の見通しをもつ。 ○ ごんのさびしさは，この後どうなるかの予見

を確かめることを告げ，見通しがもてるように

する。
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